
外部環境調査（自動車部品金属加工業）

業界概要

自動車部品金属加工業は、自動車の製造に必要な部品を金属加工により製造する業種である。

この業界では、製品の精度や品質が求められるため、先端技術の導入と高度な技術力が不可

欠である。また、自動車業界の動向により、需要が大きく影響を受ける特性を持つ。

SWOT分析

内
部
環
境

【強み：S】
1.高い技術力とノウハウによる優れた製品品質。
2.知的財産としての特許技術。
3.製品の高い信頼性とブランド力。
4.経営体制の安定性。
5.良好な企業風土と人材育成体制である。

【弱み：W】
1.立地の悪さによる物流コストの高さ。
2.顧客ニーズへの対応力の不足。
3.製品の価格競争力が低い。
4.生産体制の非効率性。
5.設備・資産の老朽化である。

外
部
環
境

【機会：O】
1.環境規制の厳格化に伴う環境対応型製品への需
要増。
2.自動車業界の電動化・自動運転化に伴う新たな
需要。
3.新興国の自動車市場の拡大。
4. IoTやAI技術の進展による新たなビジネスチャン
ス。
5.経済状況の改善とともに、自動車需要の回復であ
る。

【脅威：T】
1.自動車業界の変動による需要減。
2.金属価格の変動による原材料コストの上昇。
3.海外の新興メーカーによる価格競争の激化。
4.為替変動による輸出の影響。
5.グローバル経済の不透明感による需要減少であ
る。

※上記の内部環境の強み・弱みは、この業界における通常想定されうるものです。

　個々の企業の分析の参考に活用ください。
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PEST分析

【政治：P】
1.政府は自動車産業の技術開発を支援するために、研究開発税制の充実を進めている。これ
により、自動車部品金属加工業の技術開発が活性化している（出典：経済産業省）。

2.環境問題への対応として、自動車排ガス規制が強化されている。これにより、自動車部品金
属加工業は環境対応型の製品開発に取り組んでいる（出典：環境省）。

3.電気自動車の普及推進策として、補助金や税制優遇が実施されている。これに伴い、電気自
動車用部品の需要が増加している（出典：経済産業省）。

4.国内労働力不足を補うため、外国人労働者の受け入れが拡大されている。自動車部品金属
加工業も、生産現場に外国人労働者を導入している（出典：法務省）。

5.政府は自動車部品の輸出を支援するため、自由貿易協定（FTA）や経済連携協定（EPA）の締
結を進めている。これにより、自動車部品金属加工業の海外市場への進出が進んでいる（出典：

外務省）。

【経済：E】
1.日本経済は緩やかな回復傾向にある。これにより、自動車部品金属加工業の業績も上向きと
なっている（出典：内閣府）。

2.物価は安定しており、自動車部品金属加工業の生産コストも安定している（出典：日本銀行）。
3.為替レートの変動が続いているが、多くの企業が為替リスク対策を行っているため、直接的な
影響は限定的である（出典：財務省）。

4.金利は低水準が続いており、企業の設備投資が活発化している。これにより、自動車部品金
属加工業の生産設備の更新や増設が進んでいる（出典：日本銀行）。

5.雇用環境の改善により、自動車部品金属加工業の労働力確保が容易になっている（出典：厚
生労働省）。

【社会：S】
1.高齢者の運転事故が問題となっており、自動車部品金属加工業は高齢者向けの安全機能を
持つ部品の開発に力を入れている（出典：警察庁）。

2.人口減少により、自動車需要が縮小傾向にある。これに対応するため、自動車部品金属加工
業は海外市場への進出を進めている（出典：総務省）。

3.環境意識の高まりから、環境対応型の自動車への需要が増えている。これに対応するため、
自動車部品金属加工業はエコカー用部品の開発を強化している（出典：環境省）。

4.若者の車離れが進行しており、新車需要が減少している。これに対応するため、自動車部品
金属加工業は既存車へのアフターマーケットを強化している（出典：総務省）。

5.女性や高齢者の自動車利用が増えており、自動車部品金属加工業はこれらのユーザー向け
の部品開発に取り組んでいる（出典：内閣府）。

【技術：T】
1.自動運転技術の進化に伴い、自動車部品金属加工業は自動運転対応部品の開発を進めて
いる（出典：経済産業省）。

2.燃料電池車（FCV）や電気自動車（EV）の普及に伴い、関連部品の需要が増加している（出典
：経済産業省）。

3. IoTやAIの進化により、自動車部品金属加工業は生産効率向上や品質管理の強化を図って
いる（出典：経済産業省）。

4.省エネ・CO2削減の観点から、自動車部品金属加工業は軽量化部品の開発に取り組んでい
る（出典：環境省）。
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5. 3Dプリンティング技術の進化により、自動車部品金属加工業は試作部品の製造時間とコスト
を削減している（出典：経済産業省）。

〜参考情報〜

【関連法規】
1.工業安全規則：労働安全衛生法の一部である。労働者の安全を確保するため、工場の設
備や作業の基準を定めている。労働者の安全を確保するための設備の設置や作業方法の改
善などが規定されている。違反時には罰則が科せられる（出典：労働省）。
2.高圧ガス保安法：経済産業省所管である。高圧ガスの製造、販売、使用等に関し、その保
安を確保するための法律である。許認可等を受けられる条件として、ガス設備の安全管理能
力を有すること、設備の設置・改造・廃止を適切に行うことなどが求められる。違反時には罰則
が科せられる（出典：経済産業省）。
3.産業廃棄物管理法：環境省所管である。産業廃棄物の適正な処理を確保するための法律
である。産業廃棄物の適正な処理を行うための許認可を受けることが必要である。違反時に
は罰則が科せられる（出典：環境省）。

【環境】
1.環境問題：自動車部品金属加工業は、排出する廃棄物や化学物質により環境負荷が大き
い。そのため、環境への影響を最小限に抑えるための努力が求められている（出典：日本経済
新聞）。
2. SDGs：環境負荷の低減を目指すとともに、持続可能な社会の実現に貢献するための取り
組みが求められている。具体的には、製品のリサイクルやエネルギー効率の改善などが挙げ
られる（出典：日経ビジネス）。
3. エネルギー：エネルギー消費量の削減と、再生可能エネルギーの活用が求められている。
これによりCO2排出量の削減を図ることができる（出典：日本経済新聞）。
4.気候変動：地球温暖化の影響により、異常気象が増加している。これにより、生産設備の損
傷や供給網の中断などのリスクが増大している（出典：日本経済新聞）。
5. CSR活動：企業の社会的責任を果たすための活動が重視されている。具体的には、環境保
全活動や地域貢献活動などが求められている（出典：日経ビジネス）。

【人材】
1.新卒市場：新卒採用は、自動車部品金属加工業の重要な人材確保の手段である。しかし、
少子化により新卒市場は縮小傾向にある（出典：日本経済新聞）。
2.平均年収：自動車部品金属加工業の平均年収は約500万円である。これは、全産業平均の
約440万円よりも高い（出典：厚生労働省）。
3.求人倍率：自動車部品金属加工業の求人倍率は1.5倍である。これは、全産業平均の1.2
倍よりも高い（出典：厚生労働省）。
4.離職率：自動車部品金属加工業の離職率は約15％である。これは、全産業平均の約22％
よりも低い（出典：厚生労働省）。
5.人材育成：自動車部品金属加工業では、技術者の育成が重要である。特に、最近はデジタ
ル化やAIの導入に伴い、新たなスキルを持った人材の育成が求められている（出典：日本経
済新聞）。
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5Forces分析

【顧客】

1. トヨタ自動車は、自動車部品の軽量化とコストダウンを求めている。これは、自動車の燃費向
上や電気自動車へのシフトによるものである（出典：日本経済新聞）。

2. ホンダは、地域に密着した小規模な部品製造を求めている。これは、製品ラインナップの多様
化に伴い、大量生産ではなく少量多品種の対応が求められているからである（出典：日経産業新

聞）。

3. フォルクスワーゲンは、部品の高品質化と安定供給を求めている。これは、過去に発生した品
質問題の再発防止と、新車販売の増加に対応するためである（出典：Automotive News）。
4. ダイムラーは、部品の環境対応を求めている。これは、環境規制の厳格化と、自社ブランドの
環境イメージ向上のためである（出典：ダイムラー公式ウェブサイト）。

5. BMWは、部品のデザイン性の高さを求めている。これは、自社製品のデザイン性と一体感を
出すためである（出典：BMW公式ウェブサイト）。

【競合企業】

1.デンソーは、電動化や自動運転技術の開発に力を入れている。これは、自動車業界の大きな
トレンドである電動化と自動運転に対応するためである（出典：日経産業新聞）。

2. アイシン精機は、海外での生産体制を強化している。これは、主要顧客であるトヨタの海外生
産拡大に対応するためである（出典：日経産業新聞）。

3. コンチネンタルは、車載ソフトウェアの開発を強化している。これは、自動車の電子化、ソフト
ウェア化に対応するためである（出典：Automotive News Europe）。
4.ボッシュは、新エネルギー関連の部品開発に力を入れている。これは、自動車の電動化、環
境規制の厳格化に対応するためである（出典：Bosch Newsroom）。
5. マグナは、新規事業領域への進出を図っている。これは、自動車産業の変化に対応し、収益
源の多角化を図るためである（出典：Magna Newsroom）。

【新規参入】

1.新規参入の障壁は、技術力や生産設備の整備などがあげられる。これは、自動車部品は高
品質であることが求められ、生産設備の投資も必要となるためである（出典：日本経済新聞）。

2. テクノロジー企業の新規参入が増えている。これは、自動車の電子化、ソフトウェア化が進
み、IT技術が重要となっているためである（出典：日経産業新聞）。
3.新規参入者は、新エネルギー関連の部品を提供することが多い。これは、電気自動車の普及
に伴い、関連部品の需要が高まっているためである（出典：日経産業新聞）。

4.新規参入者は、既存企業との競争に直面している。これは、自動車部品業界は技術力や生産
設備が重要であり、既存企業が強固な地位を築いているためである（出典：日本経済新聞）。

5.新規参入者は、既存企業とのパートナーシップを結ぶことが多い。これは、既存企業のノウハ
ウや顧客ネットワークを活用し、ビジネスを展開するためである（出典：日経産業新聞）。

【代替品・代替サービス】

1.自動車の電動化に伴い、内燃機関部品の代替品として電動車部品が注目されている（出典：
日本経済新聞）。

2. ガソリン車用の燃料噴射装置に代わり、電気自動車用の電池管理システムが重要となってい
る（出典：日経産業新聞）。

3.伝統的な金属部品に代わり、軽量で強度の高いカーボンファイバーやアルミニウム部品が使
用されることが増えている（出典：日経産業新聞）。
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4.自動運転の進展に伴い、機械部品に代わり、ソフトウェアやセンサーが重要となっている（出
典：Automotive News）。
5. メンテナンス部品の代わりに、予防保全を可能にするモニタリングシステムが普及している（出
典：日本経済新聞）。

【仕入先】

1. トヨタ紡織は、自動車用シート生地の主要な供給元であり、品質とコストのバランスを重視して
いる（出典：日経産業新聞）。

2.新日鐵住金は、自動車用鋼材の大手供給元であり、材料の品質と安定供給が求められてい
る（出典：日本経済新聞）。

3.三菱化学は、自動車用プラスチック材料の主要な供給元であり、材料の性能と環境対応が重
要視されている（出典：日経産業新聞）。

4.パナソニックは、電気自動車用バッテリーの主要な供給元であり、バッテリーの性能と安全性
が求められている（出典：日経産業新聞）。

5.村田製作所は、自動車用電子部品の主要な供給元であり、部品の小型化と高性能化が求め
られている（出典：日経産業新聞）。
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ビジネスモデルキャンバス分析
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【パートナー】
1.自動車メーカーとは製品開
発パートナーとして密接な関
係を持っている。
2.金属素材供給業者との長
期契約がある。
3.海外市場では現地の販売
代理店とパートナーシップを結
んでいる。
4.特許技術を持つ企業との技
術提携を行っている。
5. ロジスティクス会社との契
約により、安定した製品供給
を実現している。

【主要な活動】
1.自動車部品の設計・製造・販売活動
が主である。
2.新製品の研究開発に力を入れてい
る。
3.品質管理と生産効率の向上に注力
している。
4.顧客との関係構築と維持に努めて
いる。
5.環境対策として、エコフレンドリーな
製品開発を進めている。

【価値提案】
1.高品質で耐久性のある自
動車部品の提供が可能であ
る。
2. カスタマイズ可能な製品ラ
インナップがある。
3.高精度な金属加工技術を
持っている。
4.環境負荷の低い製品を提
供している。
5.最新の自動車技術への対
応力がある。

【顧客との関係】
1.長期的な取引関係を構築している。
2.自動車メーカーとの強いパートナーシッ
プがある。
3.定期的な品質・納期のミーティングを
行っている。
4. カスタマーサポート体制を整備してい
る。
5.顧客のニーズに応じた製品開発を行っ
ている。

【顧客セグメント】
1.主な顧客は自動車メー
カーや大手自動車部品メー
カーである。
2.海外市場にも展開してお
り、特にアジアや北米市場
が大きい。
3.高品質な金属加工技術
が求められている。
4.環境規制の厳しい国や
地域をターゲットにしてい
る。
5.電動化や自動運転など
の新しい自動車技術への
対応が求められている。

【リソース】
1.高度な金属加工技術と経験豊富な
技術者を有している。
2.充実した設備と機械を保有してい
る。
3.研究開発部門があり、新製品開発
の能力がある。
4.国内外に生産拠点を持っている。
5.大手自動車メーカーとの長期的な関
係がある。

【チャネル】
1.主に自社の営業チームを通じた直接販
売を行っている。
2.自動車メーカーとの直接取引が多い。
3.海外市場に対しては現地の販売代理
店を利用している。
4.新製品のプロモーションには展示会や
自社ウェブサイトを活用している。
5.高品質な製品情報の提供を重視してい
る。

【コスト構造】
1.材料費と人件費が主なコストである。
2.設備投資や研究開発費も大きなコストとなっている。
3.量産化による生産効率の向上がコスト削減に寄与している。
4.製品の品質保証に関わる検査費用が発生している。
5.国内外の生産拠点の運営コストも発生している。

【収益の流れ】
1.自動車部品の販売が主な収入源である。
2.製品価格は量産規模や製品の複雑性により異なる。
3.支払いは通常、納品後の掛け売りである。
4.長期契約に基づく売上が多い。
5.新製品の開発に伴う開発費用の収入もある。



※本調査結果はChatGPT（GPT-4）を用いて自動作成しています。ChatGPTの特性上、約2年前
までの情報を用いており、精度は生成AIに依存します。当社は内容の責任を負いません。お客
様にて内容を確認のうえ、ご活用ください。

Reported on 2023/10/25 with ChatGPT gpt-4-0613
©Sanzaka, Inc.
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